
衛星通信サービス概要
（インマルサット／イリジウム）

KDDI株式会社
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固定・携帯電話の
エリア外での利用

ー不感地帯、山間部、離島ー

森林組合

山岳会

非常災害時の
バックアップ、ＢＣＰ

ー地震、台風、津波、テロー

消防署

警察署

市町村

※BCP（Business Continuity Plan）とは・・
災害や不祥事などの緊急事態が発生した際、特定の重
要な事業（業務）を中断しない、また、万一活動が中断し
た場合でも早期に最低限の機能から順次再開し、事業
の中断によるロスを最小化とする取り組みの上で基本と
なる計画のこと。

高まる衛星通信へのニーズ

海上での安定的
通信手段

ー安全通信、調査データー
漁船

調査船

海保・自衛隊

商船・客船

企業

（1）非常時のバックアップ回線、（2）固定・携帯電話の使用できないエリアでの
通信手段（3）海上での通信手段など、潜在・顕在ニーズは多い。

海上

陸上

004647
テキストボックス
資料5
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ＢＣＰへの関心の高まり

2005年 3月 福岡県西方沖地震 九州北部で観測史上初のM7.0

2007年 3月 能登半島地震 石川県で観測史上初の震度6
富山県で1930年以来の震度5

2007年 7月 新潟県中越沖地震 M6.8、柏崎刈羽原子力発電所にて火災

2008年 9月 岩手・宮城県内陸地震 岩手県内陸南部でM7.2
2010年10月 奄美大島大雨災害 南シナ海にあった台風13号の影響を受けて

期間降水量が800mm超の記録な大雨災害による
土砂崩れ・浸水被害や固定携帯通信の不通。世界

2001年 9月 9．11テロ 世界を震撼させた世界貿易センター爆破のテロリズム

2004年12月 スマトラ島沖地震 M9.3の大地震。同時に発生した津波でも被害拡大

2008年 5月 四川大地震 M8.0
2010年 2月 チリ南西沖地震 M8.8
2011年 3月 東日本大震災 M9.0 多くの犠牲者を出した甚大な災害。

日本

これまでの常識では考えられなかった地震・災害が発生

ＢＣＰ ( Business Continuity Plan ： 事業継続計画 ） 策定の重要性

求められるライフラインの確保 迅速な連絡体制の確立
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ＢＣＰ：Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｃｏｎtｉｎｕｉｔｙ Ｐｌａｎ
（事業継続計画） について

ＢＣＰの定義

災害・事故等の危機の発生により、従業員、会社建物・施設、設備等の経営資源が被害を受

け、事業活動に大きな影響が発生した場合でも、事業活動上、最も重要な機能を継続、または

可能な限り短期間で再開できるように、事前に準備・対応・取り決めを行っておく事項を規定化

したもの。

ＢＣＰの内容

（製造業）

(1) 生産活動に従事する従業員

(2) 生産設備

(3) インフラ（電気、ガス、水道など）

(4) 通信機器・設備

(5) 原材料・部品・梱包材

(6) 配送設備（物流倉庫など）

＋ （内閣府：事業継続のガイドラインより）

バックアップ用
オフィスとシステムの確保
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イリジウム衛星携帯電話

5

イリジウムの歴史

■1991年 Iridium, Inc. （旧イリジウム社）発足

■1998年11月 イリジウム社、サービス提供開始。

日本では日本イリジウム社が提供開始

■1999年8月 イリジウム社、破産申請

■2000年12月 Iridium Satellite LLC社が事業継承

■2001年3月 サービス再開

■2005年6月 旧KNSL（現KDDI）日本でサービス再開
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地上から780kmの位置に66機の衛星が配置され、上空を周回。

66機の衛星は、北極・南極の両極近くで交差する6つのレーン上に、

各レーン11機ずつ配置され、ほぼ全世界をカバー。

現用衛星以外に予備衛星を配置、現用衛星の障害発生時、代替衛星として使用。

予備衛星
(648 km)

現用衛星
(780 km)

概要

11基6レーン
合計66基

イリジウム衛星について
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イリジウム端末
イリジウム地球局

（アリゾナ、USA）

一般電話回線

固定電話

携帯電話・
PHS※

※au以外の携帯電話・PHSからイリジウムへダイヤルするには、事前に国
際電話の利用登録が必要です。
● KDDIカスタマーセンター （国際電話のお問い合わせ・お申し込み）

お問合せ・お申込み：００７７－７１６０ （無料）
受付時間：９：００～２０；００、年中無休

国際電話会社

■イリジウム⇔固定電話・携帯電話 ～米国のイリジウム地球局を経由して地上系ネットワークと接続～

■イリジウム⇔イリジウム ～地上系ネットワークを経由せず、イリジウム衛星のみを経由して接続～

イリジウム端末イリジウム端末

イリジウムのネットワークについて

イリジウム⇔イリジウムの通信では、地上網を介さないため、災害時に、
影響を受けにくい。
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■イリジウム衛星携帯電話は、上空約780kmを高速で移動する周回衛星と通信を行っています。通信中の衛星が地平

線に近づくと、別の衛星が通信をリレーすることにより通話を途切れず行うことができます。通話が途切れないように
するには、常に複数のイリジウム衛星が見える環境が必要です。

■理想的な環境は上の図の様に、イリジウム衛星携帯電話のアンテナを地平線として、仰角8.2度より上に空が見わた
せる場所です。高層建築や建造物、葉が生い茂る樹木、山などは衛星からの電波を妨害します。

■イリジウムは天候（雲、霧、雨、雪、風、煙など）などによる影響を受けにくい1.6GHz帯域を使用します。

イリジウムの使用環境について

・イリジウム衛星携帯電話は衛星が複数見える場所で使用。
・イリジウム衛星携帯電話は天候の影響を受けにくい1.6GHｚ帯域を使用。
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イリジウム9555端末の発売

・容積は旧端末9505Aに比較して約30％減少
・アンテナ構造の変更
・別売り専用データキットなしでデータ利用可能な構造へ変更

9505A 9555

特徴

2009年2月から新端末9555を発売開始。基本的な機能は変わらないが
約30％の小型化を果たした。
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■通信費 ■端末費

9555型

基本セット価格

249,900円（税込）

イリジウムサービスの利用料金について

初期費用

使用契約料 10,000円
（税込10,500円）

※使用契約料は初回の通信料と合算請求されます。

基本料金 （免税）

6,000円
プラン

5,000円
プラン

月額基本料金 6,000円 5,000円

うち無料通信 2,000円 1,000円

通話料 （20秒毎 免税）

固定・携帯電話
あて

55円 63円

イリジウムあて 35円 40円

その他の衛星
電話あて

500円 572円

着信 無料

・ご利用状況に応じて2コースか
ら選択可能。

・通信料は国際通信料扱いの
ため免税。
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電話のかけ方・メール送信の仕方

電話のかけ方

メール送信の仕方

●固定電話にかける場合 （番号例：03-1234-5678）

00 － 81 － 3 － 1234 －5678

●イリジウムへかける場合 （番号例：8816-4141-1111）

00 － 8816 － 4141－1111

通常の携帯電話と同じように簡単に電話ができます。

国番号 0を除いた
市外局番

●電話帳に事前にメールアドレスを登録しておけば、アド
レスを入力せずにメール本文だけの入力で送信可能です。

（参考）9505A型式ではメール作成画面でアドレスを同じ画面に入力
する必要がありました。

より簡単にメール送信ができるようになりました。

ほぼ携帯電話と同じ利用方法。ただし国際通信であるため国番号をいれる
必要がある。イリジウムの国番号に相当する番号は「8816」
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オプション － 宅内Ｄｏｃｋの活用事例 ー

イリジウム9555端末は標準アンテナを屋外アンテナと交換し、当社指定のアンテナケーブル
（最長20m） に接続することで、屋内でも利用できるようになります。

●IP電話専用の電話機はご使用になれません。
●屋外アンテナは、安定した受信を確保するために、アンテナより上(仰角8.2度)に障害物(地形・建物など）がない場所に設置してください。
●PotsDOCKは、周囲温度が30℃を超える状態が継続する環境は避けて設置をしてください。温度が概ね30℃を超える環境では、バッテリー充電中にバッテリー温
度が40℃を超えると充電を停止し、温度が下がったときに充電を再開します。尚、一時的に高温となり充電を停止した場合でも、バッテリー残量があれば通話は可能
です。

イリジウム9555端末をＰ
ｏｔｓＤＯＣＫ （ポッツドッ
ク：接続装置）をセットして、
モジュラーケーブル（最長
約100ｍ)で一般電話機
に接続することができます。
電話機からはイリジウム
端末と同じ操作で通信が
行えます。

RST100

モジュラーケーブル
（最長100ｍ）

アンテナケーブル
（最長20ｍ）

PotsDOCK

ＲＳＴ１００ は、イリジウム
の通信機能を箱型に収
納した端末です。バッテリ
ーを使用しないため、低
温・高温でも安定的に使
用できます。

アンテナケーブル
（最長20ｍ）

モジュラーケーブル
（最長100ｍ）
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イリジウムサービスの導入のメリット・ご利用事例

■ 日本で利用できる衛星携帯電話端末では、最小かつ最軽量

■ ハンドヘルド型なので、持ち運びに便利

■ アンテナに指向性がない

■ 衛星の高度が低いので、音声の遅延が少ない

■ 日本はもちろん、海外でも利用可能

メリット

利用事例

(1) 防災対策用に本部と拠点に配備 － 地方自治体、金融、製造など

(2) 緊急連絡用に本社と役員に配備 － 商社、金融、鉄道、製造、サービスなど

(3)  携帯電話のエリア外にて利用 － 電力、建設・プラントなど
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導入事例① ＜大曲仙北広域(組)消防本部 様＞

緊急搬送時の救急隊員・救急救命士と病院・医師との通話手段として、イリジウム衛星携帯
電話を導入。従来は通話が困難だった山間部などの不通エリアを解消しました。

さらに、持ち運びながらの通話が可能なイリジウム衛星携帯電話により、救急救命時の機動
力を向上すると共に山岳救助などにも活用しています。

■ こちらの事例はＫＤＤＩホームページにも掲載しています。 http://www.kddi.com/business/case_study/oomagari/index.html
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導入事例② ＜栃木県県民生活部 消防防災課 様 ＞

栃木県では災害時における情報収集のために、4段階の冗長構成による通信ネットワーク網
を構築。その際に、地上通信網の遮断なども想定し、『イリジウム衛星携帯電話サービス』を
導入。携行性に優れ、災害の種類・規模を問わずに通信手段を担保できるイリジウム衛星携
帯電話は、まさに栃木県民の「命綱」として機能しています。

■ こちらの事例はＫＤＤＩホームページにも掲載しています。 http://www.kddi.com/business/case_study/tochigi/index.html
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利用事例③ ＜Ｂ県知事公用車＞

イリジウム衛星携帯電話の標準セットには車載用の補助アンテナが含まれています。

マグネット方式で車体ルーフに簡単に装着が可能です。

Ｂ県の公用車でＮＴＴドコモ社の衛星電話からの切り替え事例があります。

利用イメージ

補助アンテナ
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導入事例④ ＜東日本大震災（陸上自衛隊）＞

2011年3月11日の東日本大震災に際し、auの基地局が復旧するまでイリジウム衛星携帯
電話、インマルサットBGANを配備され、幅広く活用されました。



18

イリジウムサービスの特徴

SIMPLE!!

ＦＬＥＸＩＢＬＥ!!PORTABLE!!

日本で使用できる衛星携帯
電話の中では最小

どこにでも持ち運びが可能！

次々に上空を通過する衛星、
無指向性アンテナ

どの方向でも通話が可能！

USEFUL!!

E- mail やSMSも利用可能

音声だけでなく

文字のやりとりも可能！

携帯電話と同じくらい
簡単な操作方法

誰でも利用が可能！

日本国内で使用できる
イリジウム端末は

KDDIのみが取り扱いしています。

19

インマルサットＢＧＡＮ
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Ｘ

 1979年海上における遭難・安全通信の向上を目指し国際海事衛星機構
（インマルサット）として設立

 1982年旧マリサットシステムを引き継いで船舶用サービスを開始

 1992年航空機、1996年陸上移動サービス開始

 1999年国際機関から民営化

インマルサットの歴史と当社の関わり

もともと海上通信からスタートし、現在では海上、陸上、航空でサービス提
供中。当社は国際機関設立当初から関与しており、株主でもある。

 インマルサット設立から関与
（当初：署名当事者として機構に参加→現在：主要株主）

 1982年から山口衛星通信センターでインド洋衛星と太平洋衛星にアクセス、
インマルサットサービス（海事、航空、陸上移動）を提供

 ディジタル衛星通信方式など現在のインマルサットシステムの基礎となる
技術の研究開発に貢献（1980年代）

 NCS、SBS等システム維持の上で重要な業務をインマルサットからの受託で
運用

インマルサットの歴史

当社の関わり 山口衛星通信センターにある
アンテナ
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地上から36,000kmに位置する静止衛星を利用して電話、データ通信などを提供。

インマルサットサービスは約30年の歴史があり、衛星の高機能化により地上の端末の小型化
ならびに高速化を実現。

最新の第4世代衛星は3基の衛星で地球をカバーする。08年8月、3基目の衛星を打ち上げ、
2009年2月25日から全世界で利用可能。

概要

インマルサット第4世代衛星
インマルサットBGAN端末

インマルサットサービスについて

重量：6,000kg
大きさ：45m
反射鏡：9mx13m
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ＦＡＸ

パソコン

電話

ｲﾝﾏﾙｻｯﾄ衛星

（36,000km上空の静止衛星）

ビデオ会議システム

電話・ＩＳＤＮ回線網

空で・・

パソコン

電話

一般電話回線

空で・・

陸で・・

海で・・

ビデオ会議システム

パソコン

電話

Cバンド

（6/4GHz）

Lバンド

（1.6/1.5GHz）

第4世代衛星によるインマルサットネットワーク概要

ｲﾝﾏﾙｻｯﾄ地球局

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
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インマルサットの使用環境について

ｲﾝﾏﾙｻｯﾄ衛星

■インマルサットBGAN端末は、上空約36,000kmに配置された静止衛星、「インマルサット第4世代衛星」と通信を行
っています。車載に搭載する車載BGANと、船舶に搭載して使用するFBは、アンテナに衛星の自動追尾機能がある
ため、アンテナの位置を調整する必要はありません。据え置きタイプのBGANは、端末についている磁石、GPS、液
晶表示や音で衛星の方向を確認しアンテナを向けます。

■理想的な環境は高層建築や建造物、葉が生い茂る樹木、山など、アンテナを遮蔽するものがないところです。

・インマルサットは据置型、車載型、船舶型など用途に応じて選択可。
・インマルサットBGANも天候の影響を受けにくい1.6GHｚ、1.5GHｚ
帯域を使用。
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回線交換ネットワーク

■スタンダード／状況により速度変動

・最高伝送速度 492kbps
・ベストエフォート型

■ストリーミング／帯域確保型

・32、64、128、256、384kbps
（端末による）

IPデータサービス

音声電話

■高品質（高圧縮4kbps)

ISDN
■64ｋｂｐｓ

インマルサット第4世代衛星を使ったサービス－BGAN－

音声／ＩＳＤＮ

ＩＰネットワーク

交換機

ＩＰルーター

ＢＧＡＮ端
末 衛星

アンテナ

・インマルサットＢＧＡＮでできることは、データ通信、電話、ＩＳＤＮである。
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ＢＧＡＮ端末の一般的な導入事例

メディア

海外からのライブ伝送

官公庁

通信インフラ未整備地域での業務通信

建設プラント

長期海外プラントでの業務通信

メディア

海外からの記事・写真伝送

石油・ガス

システム監視用通信

海外拠点

非常災害用・バックアップ
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ＢＧＡＮ活用事例（１）

CASE１

インマルサット衛星

後方支援者

ヘッドセットＵＳＢカメラ

中継装置（キャリングケース収納）

無線ＬＡＮ
アクセスポイント

作業現場

本 社

地上系
ネットワーク

現場作業者

通信ネットワークが整備されていない現場でもインマ
ルサット衛星の活用により現場業務支援ツールの利
用が可能

(＊)写真提供：Cisco Systems, Inc. 無許可転載・複製禁止

遠隔業務支援

ＢＧＡＮ端末
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ＢＧＡＮ活用事例（２）

画像映像伝送
CASE２
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ＢＧＡＮ活用事例（３）

ＴＶ会議システム
CASE２

インターネット

固定プライベートIPアドレス

インターネット

固定プライベートＩＰアドレス

Tandberg社製品

PVX

ＢＧＡＮ端末

ＢＧＡＮ端末

リアルタイムな双方向伝送によるTV会議

Polycom社製品

29

インマルサットＢＧＡＮ端末一覧 （2010年11月時点）
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インマルサットBGAN通信料金
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新宿

ｲﾝﾏﾙｻｯﾄ網

KDDI独自アク
セスポイント

BGAN/FB端末
CE

お客さま宅内

ISDN網

公衆ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ網公衆ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ網

ｲﾝﾏﾙｻｯﾄ地球局

KDDI        
IP-VPN網

KDDI        
IP-VPN網

山口衛星通信センター

●24時間365日お客さまをサポート。

●インマルサット社との30年の強固な連携により
障害発生時も迅速な対応。

●BGAN・FB以前のインマルサットアンテナを所有。
インマルサット社から通信網管理局の運営を受託。

24時間
サポート

連携

信頼性

ｲﾝﾏﾙｻｯﾄ衛星

KDDIならではの安心・強固な運用体制

山口衛星通信
センター
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フルカバレッジ

日本全土をカバー

インマルサット第4世代衛星サービス提供エリア

・3基の衛星で全世界をカバー。

33

第4世代衛星のインマルサットサービスの特徴

データ通信ができる！

BGANは最大492kbpsの
データ通信が可能。

災害時のバックアップ回線とし
て威力を発揮！

複数の人が同時に使える！

電話とデータ通信の
同時利用が可能。

簡単に操作ができる！

技術的な知識がなくとも操作は
簡単。衛星が見えさえすれば、
たった5分で準備完了。

非常時に誰でも利用が可能！

1人で持ち運びができる！

小さいタイプの端末は片手で
持てる大きさ。一番大きなタイ
プでも1人で持ち運びが可能。

いざという時1人で対応可能！

災害指令室で1人が電話し、
もう1人がメールをすることも可能！
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● 通信インフラの無い場所から
電話、データ通信が可能

■非常用衛星通信セットの
３大ポイント

■装備内容

被災現場の初動対応として、BCP対策として、
ご利用いただけます。

● 電源の無い場所からの通信が可能

ソーラーパネル・外部バッテリーにより連続通信が
可能です。

赤道上空約36,000kmのインマルサット静止衛
星3機と地上約780kmを周回移動する66機の
イリジウム衛星がほぼ全世界をカバー。
2衛星システムに対応しているため安心です。

機 種 名 機 能 概 要

① BGAN  
Explorer500
（専用ハンドセット付き）

ＰＣを接続してインターネットやＥメールを、専用ハンドセット
を接続して音声通信を。軽量小型で、音声・データ通信の同
時利用が可能な衛星通信端末です。

② イリジウム9555
国内最小の衛星携帯電話です。
約266gと軽く、片手で持ち歩きながらの通話が可能です。

③ ソーラーパネル
軽量・ポータブルで、BGAN、イリジウムの連続通信を確保し
ます。

※樹脂製の専用ハードケースで、格納した通信機材を保護します。 ※セット内容はお客さまのご要望で変更可能です。

ＫＤＤＩ は、有事に即応できる衛星通信の主要モデルを１パッケージでご提供します。
メールやビデオ映像の伝送も可能なインマルサットBGANと、携帯電話や固定電話が使えない場所でも通話ができるイ
リジウム衛星携帯電話、それぞれの端末の特性を活かし、通信環境を確保することができます。

① BGAN Explorer500
（専用ハンドセット付き）

※国によっては持ち込み禁止・使用禁止の場合があります。

● インマルサット衛星とイリジウム衛星
の長所をフルパッケージ

③ ソーラーパネル
※折りたたんで収納

専用ハードケース

② イリジウム

９５５５

非常用衛星通信セット
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イリジウム衛星 インマルサット衛星使用する衛星

衛星の形態
地上780kmの
周回移動衛星

地上36,000kmの

静止衛星（※1）

（※1）イリジウムは北朝鮮、スリランカ東北部を除く。インマルサットは北極・南極の一部で使用できません。

衛星の数 66機 3機

サービス提供エリア 全世界（※1）

特徴

・音声利用

・780kmしか離れていないため、遅延少ない。

・移動衛星のため、アンテナの方向性を

気にする必要がない。

・データ通信と音声同時利用可。

・静止衛星のため、アンテナの方向に制限有

【まとめ】インマルサットとイリジウムの違い

インマルサット衛星

地上36,000kmの
静止衛星

3機

・データ通信と音声同時利用可。

・静止衛星のため、アンテナの方向に制限有



36

競合NTTドコモ ワイドスターとの比較

イリジウム衛星使用する衛星

衛星の形態
地上780kmの
周回移動衛星

衛星の数 66機

提供エリア 全世界（※1）

特徴

・音声利用
・780kmしか衛星と離れ
ていないため、遅延少ない。

・移動衛星のため、アンテナ
の方向性を気にする必要
がない。

・日本では当社のみが提供。

インマルサット衛星

地上36,000kmの
静止衛星

3機

・データ通信と音声同時
利用可。

・静止衛星のため、アンテ
ナの方向に制限有

Nスター衛星

地上36,000kmの
静止衛星

2機

日本全土
沿岸200海里

・64kbpsのデータ通信可能
2010年4月から384kスタ
ート。

・提供エリアは日本のみ

（※1）イリジウムは北朝鮮、スリランカ東北部を除く。インマルサットは北極・南極の一部で使用できません。

日本での提供会社 KDDI
・KDDI
・JSATmobile（JSAT子会社）

・日本デジコム（ストラトスの販売代理店

NTTドコモ
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KDDIが提供する衛星通信サービス

KDDI
固定･携帯電話のエリア外、

緊急災害時に、

電話を使いたい！

船舶と陸地、
通信設備のない山奥や被災地で、

電話を使いたい！

データも送りたい！

イリジウム

インマルサット

日本で唯一両方を提供

BGAN：陸上で持ち運んで利用

FB：船舶に搭載して利用




